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研究成果の概要（和文）： 
日本列島において国家規模での貢納を前提とした紡織体制はどのような過程で成立したのか。

本研究では、布を織るための機織具について、弥生・古墳時代から律令時代までの出土部材の

分析を行い、東アジアに現存する民族例と比較検討した。弥生時代より継承された輪状式原始

機で織り上がる布は、織手の身体長に規制されたが、古墳時代中・後期には地機や高機などの

渡来技術によって長い布生産が可能となり、後の律令制下の紡織体制の基礎となった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study analyzed weaving tools excavated from sites in Japan and ethnological date in 
Asia, clarified the change in weaving technique. That is, the “stick back-strap looms” were 
used during the Yayoi and Kofun periods, however, the “treadle loom” and “frame 
back-strap loom” came into use during the middle and late Kofun periods which were 
capable of weaving a longer cloth. Based on the technique, the textile production system 
was formed at the beginning of the Ritsuryo period. 
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１．研究開始当初の背景 
古代日本の紡織研究は、奈良県唐古遺跡と

静岡県登呂遺跡の出土品による機の復元には

じまるが、木製の機織具は分解した状態で出

土するため、その同定は極めて困難であった。



しかし、近年では全国的に木製品の出土例が

急増していることから、出土木製品から紡織

に関連する部材を抽出し、確実に同定する基

礎分析を進める必要がある。 

 
２．研究の目的 

本研究では、弥生・古墳時代の出土機織具

について形態的特徴の分析、構造の検討を行

い、機の型式とその消長を明らかにする。そ

して、紡織技術の由来や生産内容（織物の種

類や規格）を考察し、在来技術に基づく生産

組織と新来技術の導入による編成過程を究明

することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
（１）機織部材の１次抽出作業 

出土木製品のなかから、棒状品、板状品な

ど現時点で用途不明のものを含む、機織具関

連部材を抽出する。特に保存処理前の資料に

ついては現地調査にて使用等の観察を行う。 

（２）東アジアに現存する機織具の観察 

機織部材と確実に認定するためには、現用

の民俗・民族例との比較検討が欠かせない。

構造部材のない腰機に関しては台湾、中国南

部、ベトナム中・南部～ラオス南部の類例、

構造部材のある腰機や高機に関しては中

国・韓国・日本の類例を観察し、機の構造と

部材の形態的特徴について出土遺物との比

較検討可能な条件で整理する。 

（３）機織部材の抽出作業（２次）とデータ

ーベース化 

民俗・民族の諸類型を参照し、１次抽出品

の中から機織部材である確実性が高いと判

断できるものを抽出する。２次抽出した出土

部材をデーターベース化し、機の型式やその

消長について検討する。 

 
４．研究成果 

日本列島において、国家規模での貢納を前

提とした紡織体制はどのような過程で成立し

たのか。本研究では、布を織る機織具につい

て、弥生・古墳時代から律令時代までの出土

部材を抽出し、分析対象とした。 

（１）原始機（構造部材のない腰機）の分析 

弥生時代から古墳時代後期まで用いられた

原始機の技術形態について、台湾原住民をは

じめとする民族例との比較検討を行った。 

その結果、経を手前から奥へ輪状にかけ、

足と腰でその弛張を調整する形態であること

を明らかにした。当然、織り上がる布幅は、

織手の腰幅が、布長は織手の足の長さに規制

される。 

この輪状式原始機の特徴を東アジアにおけ

る紡織技術史の流れのなかで位置づけると、

中国大陸の新石器時代後期の良渚文化、前漢

併行期の石寨山文化にその存在が認められ、

東アジアにおいて原初的な技術形態であった

と評価できる。 

（２）地機（構造部材のある腰機）の分析 

地機を構成する出土部材を抽出し、所属時

期やその技術形態について検討した。その結

果、６世紀前半から７世紀前半には渡来系集

落や在地豪族の拠点において、７世紀後半か

ら８世紀には各地の郡衙工房で地機を用いた

ことが読み取れる。 

織手の身体によって布幅や布長が規制され

る輪状式原始機に対して、地機は経を直状に

かけるため、長い布が織れる。中国大陸では

漢代画像石にすでに高機と地機とが認められ、

中国南部では漢文化の影響による地機が、韓

半島では三国時代には地機が存在したと推定

できる。 

（３）原始機と地機の技術的特徴 

弥生時代から古墳時代後期までの原始機と

古墳時代後期以降の地機を駆使する技術形態

について比較検討したところ、整経技術の観

点から、織布の長さが織手の身体に規制され

る輪状式原始機と、規制されない地機とはま

ったく異なる技術系譜上にあるという結論に

いたった。 



台湾やベトナム中部など東アジア周辺の

民族例、及び徳島県の太布織りをはじめとす

る民俗例（徳島）を参照すると、構造部材の

ない腰機は織り途中でもそのまま持ち運び

ができるのに対して、構造部材のある腰機は、

設置するための専用空間が必要となる。 

さらに、長い布を織るためには、大量の糸

を扱うため、綛かけや糸枠といった整経具も

必要となる。このような観点は、古墳時代中

期以降に地機や高機が導入されるにあたっ

て、どのような対応がとられたのかを推定す

る上で重要である。 

（４）韓半島から渡来した紡織技術 

韓国における出土紡織具と日本の出土例と

の比較から、遅くとも古墳時代後期に出現す

る地機・高機が、朝鮮半島経由のものであっ

たと予察できた。 

このことは渡来系集落の存在が推定できる

遺跡から糸枠が出土する事実からも裏付けら

れる。糸枠は地機や高機で長い布を織るため

の整経作業に用いられた。日本においては大

阪・奈良・三重・滋賀などで古墳時代中期以

降の渡来系集落において出現する傾向があ

ることが判明し、地機や高機とセットで導入

されたと考えられる。 

また、古墳時代後期に新たに出現する鉄製

紡錘も渡来系遺物の可能性があり、滑石製紡

輪にも新たに鉄製の紡茎（軸）を装着するも

のが現れたことも確認できた。 

（５）技術革新と生産の場 

以上にみた古墳時代中・後期における一連

の紡織技術の革新は、律令国家形成期の紡織

体制に大きな影響を及ぼしたと推測できる。

そこで、阿波国造の本拠地（後の阿波国府域）

と推定される徳島県観音寺遺跡をはじめ、各

地域の出土紡織具の組成分析を行い、この時

期における紡織活動の具体相について考察し

た。その結果、全国的には７世紀後半～８世

紀の初めには郡衙（評衙）や国府を拠点に織

物生産が開始されたが、観音寺遺跡例のよう

に、６世紀末～７世紀初めの国造段階から、

新来の技術による織物生産が行われていたこ

とも明らかとなった。 

調庸制の原形ともいわれる「大化改新詔」

第４条を援用すれば、律令国家を目指した中

央政権は、従来の原始機の織成技術を労働そ

のものとして把握する一方、より専門性の高

い地機の織成技術を求めたのであろう。 

また、地機や高機に付属する機台を設置す

る専用空間の存在は、記紀にみえる記述から

も推測されるが、滋賀県神宮寺遺跡例にみる

ように、古墳時代中・後期以降の建築部材と

機の部材がともに出土した状況について、今

後丹念にみていく必要があるだろう。 

近年、ベトナムなど東南アジアにおいても

木製紡織具が出土しており、紡織技術の考古

学的研究が進みつつある。本研究の成果は、

中国とその周辺地域を包括したアジア地域の

紡織技術史の解明においても重要な役割を果

たすだろう。 
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